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= 謡 .蒜 警 一蒜 coS(k10)×警
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であるCここで､吋 ま準粒子の速度､vhは裸の電子 の速度 ､p;(o)は準粒子の状態密度､ph(0)は裸の電
子の状態密度である｡△kは裸の電子の自己エネルギーの虚 数 部分 で ､ くり込まれた電子問の相互作用を
表わす4点バーテックスrqq,(klk2･,k3,k4)を用いて ､
･h 巴 竿 芸qph-1'0'伽,(0,ph,･q'0,
･【irT↓(A,k';k'･q,k一g))2号 rtT(A,k′;h'･q,k-q))2] (21)
である｡ただし､A は反対称化を表わす記号 で あ る｡(18)､(19)､(20)式 を (17)式に代入すると､
くり込み因子Zたは互いに打ち消しあって ､
qpv - 62∑ 伽(0)去 去 vkpVhy (22)h I






































































































































































EF だ 1･0 【eV]
- 1.6×10~10 【J】(【71)
C - 1･27 lnm]
- 1.27×10~○ 【m】(【8】)
である｡ 図 (2･1)のα面､β面､ry面での飛び移り積分tの億は､それぞれ【9ト
tα = 1･65×10~23 【J]
tp - 2･34×10~22 【J]














‖ ? ? ?







































































100 101 102 _103
おいてはこの億が特に小さい)の比ま
が､有機導体(BEDT-2TF)2Xとsr2Ru04で は-10倍程度は前 者 が大きいこと【8】【121【13】【14】【151【161
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｡tight-binding近似を用いた系一擬2次元系-にか ､て､C軸方向の格子定数 Cとキャリア密度 n
の比がほほ一定の物質の間では､その比の億 吉に従って､争 が新しい一定億 (その結果有機導
体(BEDT-TTF)2Xではキャリア密度nが､従来の重い電子系に比べ小さく､蓋が大きくなり､
李 と8･0×10~4lpsb /(mJ/Kmol)2])をもっことo
以上のように結論したわけであるが､さらなる拡張のためには近似の際に複数のバンドをいかに考えにい
れるかということが､最大のポイントになると考えられる｡この難点は､平均値をとる操作にうまくとり
込めるかもしれない｡また､もう少しフキルミ面がくずれた場合､どのように(57)式が修正されるかに
ついては､課題である｡
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